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いては､そのデオキソ体が杉本 らによりγ-イオノンか ら誘導 されている｡また
二=羊-
41 R=H 43 R1-OHIR2=H
(n19aklalcohol)









基の酸化反応を検討 した｡(士)-α-イオノンをベンゼン中 1当量のヨウ素 と2
当量の酢酸銀 とともに還流す ることにより､ 2′位のメチル基が酸化されたアセ ト
キシメチ)I/体45を55%の収率で得た｡ この化合物45は､PMRスペクトルにお








化合物48bとした｡ しかしながら､得 られた化合物48bはPMRスペ クトルにお
いて､ジェミナルメチルプロトンの吸収が ∂1.03(S)､81.05(S)および∂1.07
(S)に出ているが､文献記載の天然物のアセチル体42のデータ(∂0.81および8
1.09)とは一致 しなかった｡ このことは､化合物47の接触還元において 1′位の側






中､ ピリジンクロロクロメー トで 0℃､ 2時間酸化してアルデ ヒド体51とした｡
次いで､化合物51をメタノール中､ナ トリウムメ トキシドで異性化反応を行った




元し､得 られたケタールーアルコールを酸で処理 して化合物53を得た｡ この化合
+ -lI-=:I-_-:'=;-I-:三･=-辛45 46aR H 47 48aR-H
46bR=A⊂ 48bR=Ac
･=-=Ti _=･_I: =･二言-__:=:-!l=_言 =
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ロキシーβ-イオノンと推定 し､標品 と直接比較することにより同定 した｡
ロリオIJド(L､化合物 8) 化合物Lは､Fr.143- 170より得 られ､ シリ
カゲルTLC(ベンゼン :酢酸エチル- 1:1､Rf-0.43)より､白色針状晶と





デヒドロボミホリオール (M､化合物9) 化合物Mは､Fr.143- 170よ り





およびTLCの挙動は､デヒドロボ ミホリオール (標品 )と完全に一致 した｡
3S-(+)-3,7-ジメチル-1,5-オクタジエン-3,7-ジオール(N)化

































































































































































































































































































































































































































































































































































































4.7分､53:Rt-4.5分 (カラム温度 200℃ )また､54:Ri-3.4分､44:Ri
-3.6分 (カラム温度 170℃ )を示 した｡ さらに､TLC〔シラン化シリカゲル､
MeOfⅠ-fI20(50:50)〕において､48a:Rf-0.59､53.'Rf-0.58を示 し､
いずれ も単一 ピークおよび単一 スポットを与えたo
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